
別　紙

Q1 自殺対策は自分自身に関わることだと思いますか。あなたのお考えに最も近いものを１つお選びください。

Q2
あなたは、これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがありますか。あてはま
るものを１つお選びください。

Q3
Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。最近１年以内に自殺をしたい、またはそれに近いこと
を考えたことがありますか。あてはまるものを１つお選びください。

Q4
Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。あなたは自殺、またはそれに近いことを考えたとき
に、誰に相談しましたか。あてはまるものを全てお選びください。

Q5
Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。あなたが、自殺、またはそれに近いことを考えた要因
となったものは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

Q6
Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。自殺したい、またはそれに近いことを考えたときに、
思いとどまった理由やきっかけは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

Q7
あなたは、保健所、精神保健福祉センターなどで、自らや家族等のこころの健康について相談できることを知っ
ていますか。

Q8 あなたは、周りの人から、「死にたい」「消えてしまいたい」といった相談を受けたことがありますか。

Q9
仮にあなたの周りの人に自死（自殺）の予兆（サイン）を感じたとき、あなたはどのような行動を取ると考えま
すか。あなたのお考えに最も近いものを１つお選びください。

Q10
自殺（自殺未遂含む）を扱った報道についてお聞きします。自殺を扱った報道には関心がありますか。あなたの
お考えに最も近いものを１つお選びください。

Q11
自殺（自殺未遂含む）を扱った報道を耳にしたとき、または周りの人に自死（自殺）・自殺未遂があったとき、
あなたの意識・行動に変化はありましたか。あてはまるものを全てお選びください。

Q12
自殺のリスクにつながるような悩みに気づき、声をかけ、話を聴き、必要な支援につなげ、見守る人のことを
ゲートキーパーといいますが、ゲートキーパーについて聞いたことがありますか。

Q13
Q12で「聞いたことがある」「知っている」と答えた方にお聞きします。あなたは、どこで知りました（聞き
ました）か。以下の中で該当するものを３つまでお選びください。

Q14
自殺防止対策を推進した方がよいと思う、地域の機関はどこだと考えますか。あてはまるものを全てお選びくだ
さい。

Q15
自殺防止対策を推進した方がよいと思う、対象（年代等）はどこだと考えますか。あてはまるものを全てお選び
ください。

Q16 自殺防止対策の取組として効果的だと思うものは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

Q17
近年、企業においてメンタルヘルス対策等が進められていますが、職場での自殺防止に向けた取組として効果的
だと思うものは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

Q18 仮にあなたが自殺、またはそれに近いことを考えたとき、相談しやすいと思う手法を１つお選びください。

Q19 あなたは、東京都の自殺防止対策の取組を知っていますか。知っているものを全てお選びください。

Q20 最後に、東京都の自殺防止対策全般について、あなたの自由な意見をお聞かせください。【自由意見】

令和３年度　インターネット福祉保健モニター　第３回アンケート

自殺対策に関する意識調査

＜アンケートの設問＞



Q1. 自殺対策は自分自身に関わることだと思いますか。あなたのお考えに最も近いものを１つお
選びください。

【全 体】(N=358)

　自殺対策が自分自身に関わることだと思うか聞いたところ、「思う」（「そう思う」（23.7％）と「どち
らかといえばそう思う」（34.9％）の合計）と答えた人は58.6％であった。

そう思う

23.7%

どちらかといえ

ばそう思う

34.9%

どちらかといえばそ

うは思わない

22.1%

そうは思わない

17.3%

わからない（関

心がない）

2.0%



Q2. あなたは、これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあり
ますか。あてはまるものを１つお選びください。

【全 体】(N=358)

　これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあるか聞きたとこ
ろ、「考えたことがある」人は47.2％であった。

考えたこと

がある

47.2%
考えたこと

はない

50.0%

回答しない

2.8%



Q3. Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。最近１年以内に自殺をしたい、または
それに近いことを考えたことがありますか。あてはまるものを１つお選びください。

【全 体】(N=169)

　これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあると答えた人
に、最近１年以内に自殺をしたい、またはそれに近いことを考えたことがあるか聞いたところ、「考
えたことがある」人は26.0％であった。

考えたことがある

26.0%

考えたことはない

72.8%

回答しない

1.2%



　これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあると答えた人に、
自殺、またはそれに近いことを考えた時に、誰に相談したか複数回答で聞いたところ、「相談したこ
とはない」が66.9％で最も多く、次いで「同居の親族（家族）」が11.2％、「友人」が10.1％の順であっ
た。

電話相談員

同居以外の親族（家族）

職場関係者

保健所等の公的機関の職員

学校の先生

近所の知り合い

その他

相談したことはない

回答しない

カウンセラー

Q4. Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。あなたは自殺、またはそれに近いことを
考えたときに、誰に相談しましたか。あてはまるものを全てお選びください。

【全 体】(N=169)

同居の親族（家族）

友人

医師

11.2 

10.1 

8.9 

5.3 

2.4 

1.8 

1.8 

1.8 

0.0 

0.0 

6.5 

66.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%



　これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあると答えた人に、
自殺、またはそれに近いことを考えた要因となったものは何かを複数回答で聞いたところ、「家族問
題（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病　等）」が37.3％と最も多く、次いで、「勤務問題（転
勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働　等）」が33.1％、「その他」が20.7％の順であった。

【その他の主な回答】
・なんとなく
・人生、生き方、生きる意味そのもの
・近隣トラブル　等

男女問題（失恋、結婚をめぐる悩み　等）

学校問題（いじめ、学業不振、教師との人間
関係　等）

その他

回答しない

経済・生活問題（倒産、事業不振、負債、失
業、生活困窮　等）

Q5. Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。あなたが、自殺、またはそれに近いこと
を考えた要因となったものは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

【全 体】(N=169)

家庭問題（家族関係の不和、子育て、家族の
介護・看病　等）

勤務問題（転勤、仕事の不振、職場の人間
関係、長時間労働　等）

健康問題（自分の病気の悩み、身体の悩み
等）

37.3 

33.1 

19.5 

18.3 

11.2 

9.5 

20.7 

2.4 

0% 20% 40%



　これまでの人生のなかで、自殺したい、またはそれに近いことを考えたことがあると答えた人に、
自殺したい、またはそれに近いことを考えた時に、思いとどまった理由やきっかけを複数回答で聞
いたところ、「我慢したから」が33.7％と最も多く、次いで「身近な人が悲しむことを考えたから」が
31.4％、「その他」が18.3％の順であった。

【その他の主な回答】
・警察に相談した
・自殺する勇気が無い
・責任感、使命感があるから

原因となる事柄から離れるなど環境を変えた
（転職等）から

あることをきっかけに将来を前向きに思える
ようになったから

親族（家族）や友人、職場の同僚など身近な
人に悩みを聞いてもらったから

問題が解決したから

心の健康に関する専門家や悩みの元となる
分野の専門家に相談したから

自殺を試みたが死にきれなかったから

仕事のことが浮かんだから

自殺防止のポスターや広告を見たから

自殺防止のイベントに参加したから

その他

特に何もしなかった

できるだけ休養を取るようにしたから

Q6. Ｑ２で「考えたことがある」と答えた方にお聞きします。自殺したい、またはそれに近いことを考
えたときに、思いとどまった理由やきっかけは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

【全 体】(N=169)

我慢したから

身近な人が悲しむことを考えたから

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるよ
うに努めたから

33.7 

31.4 

16.6 

16.0 

14.8 

10.7 

10.7 

5.3 

5.3 

4.1 

1.2 

0.6 

0.6 

18.3 

11.8 

0% 20% 40%



Q7. あなたは、保健所、精神保健福祉センターなどで、自らや家族等のこころの健康について相
談できることを知っていますか。

【全 体】(N=358)

　保健所、精神保健福祉センターなどで、自らや家族等のこころの健康について相談できることを
知っているか聞いたところ、「知っている」と答えた人は、59.5％であった。

知っている

59.5%

知らない

40.5%



Q8. あなたは、周りの人から、「死にたい」「消えてしまいたい」といった相談を受けたことがありま
すか。

【全 体】(N=358)

周りの人から、「死にたい」「消えてしまいたい」といった相談を受けたことがあるか聞いたところ、
「ある」と答えた人は34.6％であった。

ある

34.6%

ない

65.4%



　仮にあなたの周りの人に自死（自殺）の予兆（サイン）を感じたとき、どのような行動を取るか聞い
たところ、「ひたすら耳を傾けて話を聞く」が57.3％で最も多く、次いで「精神科など専門機関への相
談を勧める」が14.0％、「何かしたいが何をしてよいかわからない」が7.3％の順であった。

励ましの言葉をかける

言葉をかけたいがためらいを感じて何もしな
い

その他

特に何もしない

電話・SNS相談窓口等の利用を勧める

Q9. 仮にあなたの周りの人に自死（自殺）の予兆（サイン）を感じたとき、あなたはどのような行動を
取ると考えますか。あなたのお考えに最も近いものを１つお選びください。

【全 体】(N=358)

ひたすら耳を傾けて話を聞く

精神科など専門機関への相談を勧める

何かしたいが何をしてよいかわからない

57.3 

14.0 

7.3 

5.9 

5.3 

3.1 

5.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%



Q10. 自殺（自殺未遂含む）を扱った報道についてお聞きします。自殺を扱った報道には関心があ
りますか。あなたのお考えに最も近いものを１つお選びください。

【全 体】(N=358)

　自殺を扱った報道には関心があるか聞いたところ、「ある」（「かなりある」（33.8％）と「少しある」
（44.4％）の合計）と答えた人は78.2％であった。

かなりある

33.8%

少しある

44.4%

あまりない

19.3%

まったくない

2.5%



　自殺（自殺未遂含む）を扱った報道を耳にしたとき、または周りの人に自死（自殺）・自殺未遂が
あったとき、あなたの意識・行動に変化はあったか複数回答で聞いたところ、「家族や友人と話し
合った」が35.5％と最も多く、次いで、「自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる人（ゲートキー
パー等）の必要性を感じた」が32.1％、「特に何も変化はなかった」が27.9％の順であった。

自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる人
（ゲートキーパー等）の養成研修を受講した

自殺対策に関する研修会・講演会に参加し
た

自分も死にたい気持ちが強まった

自殺対策に取り組む団体等に加入又は自ら
設置した

その他

特に何も変化はなかった

自殺対策の取組をインターネット等で検索し
た

Q11. 自殺（自殺未遂含む）を扱った報道を耳にしたとき、または周りの人に自死（自殺）・自殺未遂
があったとき、あなたの意識・行動に変化はありましたか。あてはまるものを全てお選びください。

【全 体】(N=358)

家族や友人と話し合った

自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる
人（ゲートキーパー等）の必要性を感じた

自殺に関するキーワードをインターネット等
で検索した

35.5 

32.1 

12.6 

9.8 

5.3 

5.0 

3.1 

0.6 

6.1 

27.9 

0% 20% 40%



Q12. 自殺のリスクにつながるような悩みに気づき、声をかけ、話を聴き、必要な支援につなげ、
見守る人のことをゲートキーパーといいますが、ゲートキーパーについて聞いたことがあります
か。

【全 体】(N=358)

　ゲートキーパーについて「聞いたことがある」（「言葉は聞いたことがある」（29.3％）と「聞いたこと
があり、どのような役割かも知っている」（15.4％）の合計）と答えた人は、44.7％であった。

言葉は聞いたこと

がある。

29.3%

聞いたことがあり、

どのような役割かも

知っている。

15.4%

聞いたこと

はない。

55.3%



　ゲートキーパーについて聞いたことがある、または知っていると答えた人に、どこで知った（聞い
た）か複数回答で聞いたところ、「東京都広報物」が32.5％で最も多く、次いで「その他」が29.4％、
「ポスター・リーフレット」が23.1％の順であった。

【その他の主な回答】
・テレビ
・新聞
・書籍

インターネットの広告

東京都の研修・講演会

区市町村の窓口

電車内（車内広告）

街頭でのチラシ

東京都の窓口

駅内

その他

区市町村の研修・講演会

Q13. Q12で「聞いたことがある」「知っている」と答えた方にお聞きします。あなたは、どこで知りまし
た（聞きました）か。以下の中で該当するものを３つまでお選びください。

【全 体】(N=160)

東京都広報物

ポスター・リーフレット

東京都のホームページ

32.5 

23.1 

19.4 

15.0 

13.8 

7.5 

4.4 

2.5 

1.9 

1.3 

1.3 

29.4 

0% 20% 40%



　 自殺防止対策を推進した方がよいと思う、地域の機関はどこか複数回答で聞いたところ、「小学
校・中学校」が64.0％と最も多く、次いで、「医療・福祉、法律、その他相談窓口等の専門機関」が
61.5％、「高等学校・高等専門学校」が59.2％の順であった。

大学・専門学校

企業

ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）等の民間
団体

民生委員・児童委員

警察・消防

町内会・自治会等の自治組織

その他

区市町村（保健所を含む）

Q14. 自殺防止対策を推進した方がよいと思う、地域の機関はどこだと考えますか。あてはまるもの
を全てお選びください。

【全 体】(N=358)

小学校・中学校

医療・福祉、法律、その他相談窓口等の専門
機関

高等学校・高等専門学校

64.0 

61.5 

59.2 

50.3 

48.0 

45.3 

36.9 

26.8 

21.5 

19.0 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80%



　 自殺防止対策を推進した方がよいと思う、対象（年代等）はどこか複数回答で聞いたところ、「小・
中・高校生（児童・生徒）」が62.8％と最も多く、次いで、「全ての人（年代問わず）」が52.0％、「大学
生（主に２０代前半の若年層）」が48.0％の順であった。

企業等で働く人

主婦・主夫

高齢者（６５歳以上の人）

自営業者

わからない

その他

生活困窮者

Q15. 自殺防止対策を推進した方がよいと思う、対象（年代等）はどこだと考えますか。あてはまるも
のを全てお選びください。

【全 体】(N=358)

小・中・高校生（児童・生徒）

全ての人（年代問わず）

大学生（主に２０代前半の若年層）

62.8 

52.0 

48.0 

36.6 

33.2 

21.5 

21.2 

20.1 

2.2 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%



　自殺防止対策の取組として効果的だと思うものは何か複数回答で聞いたところ、「自殺のサイン
に気づき、適切な対応を取れる人（ゲートキーパー）の養成」が57.0％と最も多く、次いで、「自殺相
談ダイヤルによる電話相談」が52.8％、「生活困窮窓口での東京都自殺相談ダイヤルの啓発」が
43.0％の順であった。

自殺未遂者への支援

ポスター・チラシ・リーフレットによる自殺防止
啓発（相談窓口紹介含む）の取組

ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブック等）を活用し
た自殺防止啓発の取組

分かち合いの会（大切な人を自死（自殺）で
亡くした方のつどい）の開催

動画による自殺防止啓発の取組

研修会・講演会による自殺防止啓発の取組

街頭における自殺防止啓発の取組

その他

SNS等を活用したSNS相談

Q16. 自殺防止対策の取組として効果的だと思うものは何ですか。あてはまるものを全てお選びくだ
さい。

【全 体】(N=358)

自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる
人（ゲートキーパー）の養成

自殺相談ダイヤルによる電話相談

生活困窮窓口での東京都自殺相談ダイヤル
の啓発

57.0 

52.8 

43.0 

42.5 

41.9 

39.9 

38.5 

24.9 

22.1 

20.1 

18.2 

11.7 

0% 20% 40% 60%



　職場での自殺防止に向けた取組として効果的だと思うものは何か複数回答で聞いたところ、「職
場のメンタルヘルス対策について精神科産業医や労働衛生コンサルタントなど専門家に相談する」
が57.5％と最も多く、次いで、「企業内での自殺のサインに気づき、適切な対応を取れる人（ゲート
キーパー）の養成」が57.0％、「休職者への組織的なフォローアップや確実な復職に向けた職場復
帰支援機関の利用促進」が55.0％の順であった。

ポスター・チラシ・リーフレットによる自殺防止啓発
（相談窓口紹介含む）の取組

動画による自殺防止啓発の取組

その他

わからない

研修会・講演会によるセルフケア、ラインケアの強
化や自殺防止啓発の取組

Q17. 近年、企業においてメンタルヘルス対策等が進められていますが、職場での自殺防止に向け
た取組として効果的だと思うものは何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

【全 体】(N=358)

職場のメンタルヘルス対策について精神科産業医や
労働衛生コンサルタントなど専門家に相談する

企業内での自殺のサインに気づき、適切な対応を
取れる人（ゲートキーパー）の養成

休職者への組織的なフォローアップや確実な復職
に向けた職場復帰支援機関の利用促進
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　仮に自殺、またはそれに近いことを考えたとき、相談しやすいと思う手法を聞いたところ、「電話に
よる相談」が28.2％と最も多く、次いで、「LINE等SNSによる相談」が20.9％、「対面による相談」が
19.0％の順であった。

手紙による相談

その他

相談はしない

メールによる相談

Q18. 仮にあなたが自殺、またはそれに近いことを考えたとき、相談しやすいと思う手法を１つお選
びください。

【全 体】(N=358)

電話による相談

LINE等SNSによる相談

対面による相談
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　東京都の自殺防止対策の取組を知っているか複数回答で聞いたところ、「電話相談窓口（東京都
自殺相談ダイヤル～こころといのちのほっとライン～）」が67.9％と最も多く、次いで、「SNS相談窓
口（LINE相談「相談ほっとLINE＠東京」）」及び「自殺防止！東京キャンペーン」が30.4％であった。

全て知らない

自殺防止のための講演会

インターネット広告

ホームページ（東京都こころといのちのほっと
ナビ～ここナビ～）

Q19. あなたは、東京都の自殺防止対策の取組を知っていますか。知っているものを全てお選びく
ださい。

【全 体】(N=358)

電話相談窓口（東京都自殺相談ダイヤル～
こころといのちのほっとライン～）

SNS相談窓口（LINE相談「相談ほっとLINE＠
東京」）

自殺防止！東京キャンペーン
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 今迄自殺について余り関心を持った事が無かった。しかしコロナ禍以降自殺者が増えている事を見聞きする事が多く
なり、無関心でいれる様子では無くなった。色々な機関で防止対策をしている事は認識しているが、今後はより関心を
持って防止対策を考えさせて貰うと同時に、何か手助けが出来れば参加も考えたい。（70代、無職、男性）

いのちの電話などは知っていたが、東京都の身近な自殺支援にどんなものがあるか全く知らなかった。実際はやって
らっしゃる（アンケートに答えているうちにそう感じた）ようなので、周知不足では？と感じた。市区町村とも一体となっ
て、市区町村広報や学校等で配布の広報誌にも掲載すると良いのでは？と感じた。（30代、その他、女性）

芸能人などが自殺で亡くなった時、ツイッターで自殺の相談窓口の案内が何度も流れていました。東京都もすでにされ
ているかもしれませんが、自殺に関する報道が流れた時に相談窓口の案内をSNSで流すのは効果的だと思います。
ゲートキーパーが増えるといいなと思います。（50代、会社員、女性）

４　その他

自殺者の生活事情は様々であり、自殺原因も一様とはいえないとはいえ、都民の経済事情・職場の人間関係・いじめ
など教育環境によるものなど国家課題にかかわることについては国との連携による方針確立の上で、東京都として最
適な施策を適切に実施することが望まれます。（70代、無職、男性）

ゲートキーパー養成講座はたいへん参考になりました。スポーツや文化活動など、他の活動のアドオン（付録）として大
いに行うといいと思います。（60代、団体職員（NPO含む）、男性）

ゲートキーパー、相談員（心理カウンセラー）等を学校、企業へ配置する必要があると思う。配置への人的、資金的な
バックアップを東京都として行う必要があると思う。（50代、会社員、男性）

児童や生徒といった学齢期よりの自殺や未遂が多くなってきているものと思います。専門職だけでは当然に対応仕切
れないものと思います。地域の方々で、防止に強い関心のある市民の方々を防止要員にすべく研修などを開催し養成
していくことが今後益々重要だと思います。地域の方々を活用していくことが今後重要だと思います。（40代、その他、
女性）

自殺防止専用ダイヤルの設置を増やしてほしい。コロナで生活困窮者の自殺が増加してるので、自殺を考えないよう
に、生活を保護してほしい。いじめに悩んでいる子がいたら、子供の自殺防止のため、学校だけではなく、教育委員会
の中にも相談窓口を設置し、親子で相談に来れるようにしてほしい。（60代、その他、女性）

３　その他の環境整備に関すること

「自殺予防キャンペーン」や「防止月間」などに違和感がある。自殺は身近な問題という意識改革にはなるだろうが、自
死を食い止める効果があるか疑問。自死してしまう人は「キャンペーン」には反応しないと思う。自死を考える以前の
セーフティーネットの充実が大切だと思う。メンタルクリニックを増やし、予約なしにいつでも診察が受けられる医療体制
や、企業や学校のメンタルヘルス対策の補助金を増やすなどしてはどうか。（40代、福祉サービス提供事業従事者、女
性）

Q20. 最後に、東京都の自殺防止対策全般について、あなたの自由な意見をお聞かせください。【自由意見】

東京都の自殺防止対策全般についての意見を聞いたところ、275人から自由意見が寄せられた。主な意見は以下
のとおりである。

１　広報に関すること

東京都こころといのちのほっとナビ「ここナビ」のサイトを初めて拝見しました。とても見やすく、分かりやすく、配慮の行
き届いたサイトだと思いました。今まで知らなかった事がショックです。東京都の自殺防止対策全般について、都民に、
よりいっそう知っていただくために、「ここナビ」サイトの、PRとお知らせ、そして、予算を増やしたら、いかがでしょうか。
「ここナビ」サイトをさらに充実させると、「自殺防止！東京都キャンペーン」が今春で30回を迎えることや、15年以上に
わたる東京都の自殺防止対策全般についての取り組み、自殺防止の相談について電話やLINEでの相談もあること
を、効率的に、たくさんの都民に知っていただくことができると考えます。（40代、自営業、女性）

２　相談しやすい環境整備に関すること

本当に自殺を考えたら誰にも相談はしないと思う。その前の段階で救いの手を差し伸べ、心を開いてくれるような人や
場所が沢山あるのが良いと思う。畏まらずに何でも相談出来る場所、子供食堂や児童館や図書館など誰でも利用でき
る場所が良いのではないかと思います。（60代、その他、女性）

民間団体でも電話やSNSにおいて相談窓口を開設しているし、行政も動いて下さっているのは、承知しておりますが、
単純に電話が繋がりにくいという残念な例もあります。それと、自分が自殺の危険性があると、自覚ができていない状
態のレッドラインの人を救えていなくて、結果として自殺してしまうことがあると思います。まだ、相談に繋がった人は、
救える可能性が残せますが、そのようなレッドラインの人をどうやって、探す？あぶりだす？見つけてあげる？方策を
考えるのも大事ではないでしょうか。（50代、主婦、女性）


